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新人の皆さんには今後も自己研鑽の積み重ねによる更な
る成長・活躍とともに、数か月後には一番身近な先輩看
護師として、後輩を支えてくれることを期待します～。
お疲れさまでした。

前半の交流会は勤務中の看護職
員が昼の休憩時間を利用して参
加できるよう12:30から開始し、
後半は昨年度に引き続きヨガ療
法を行いました。

今年度も達成表の評価の時期に合わせて開催します。
技術演習を行い、達成表のD評価を減らしましょう！
場所は、保健医療学研究棟ですのでお間違いなく～。

＊今回の災害後の仕事を通して感じたことは？
厚真町での活動以外にも発災直後には院内で傷病者や転院患
者の受け入れ準備、自衛隊車両を使用した転院搬送等に関わ
りました。他職種の方と協働する機会も多かったことや災害
という制限下の環境でもスタッフ同士工夫して業務にあたっ
たことが印象に残っており、普段の業務や看護の視点が活か
されることを実感しました。今まで災害対応はDMATが中心
となるイメージが強かったのですが、今回の被災地支援や災
害時の病棟業務を通して、災害看護は日常の看護の延長上に
あることに気付き、DMAT以外のスタッフも積極的に災害医
療・看護を学び普段から意識して働くことが必要であると感
じています。

＊これからの目標や展望は？
新人から救命センターで働き、現在7年目となりましたが、
救急看護領域はさまざまな分野の知識を必要とするため、ま
だまだ勉強不足と感じています。今後は災害看護はもちろん、
産科や小児救急等の知識を深めると共に救急看護の知識や経
験を増やし、頼れる看護師になっていきたいと思っています。

今年度、実地指導者や日本救急
看護学会での発表に取り組み、
北海道胆振東部地震では被災地
支援活動に参加した看護師7年
目、高度救命救急センター病棟
の新山 紗千さんにインタ
ビューしてきました！

「ママフレンズ」は、育児休業中や妊娠中の方々を対象に
2014年度から実施してきました。今回新たに、育児をしな
がら仕事をする看護職員の皆さんも対象に加え、8回目とな
るNEW「ママフレンズ」を10月に開催しました。

今年は暖冬で経過するのでしょうか…
12月よりセンターは、次年度の企画に取り組ん
でいます。もう気持ちは2019年度です！

今年度最後の新人研修である「フィジカルアセスメントⅡ」
では、2事例の症状アセスメントに取り組みました。グルー
プメンバー全員で真剣に考えている姿が印象的でした！
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＊被災地で行った活動は？
発災から約1週間後の9月14日に田口裕
紀子 救急看護認定看護師、救急医学
講座 水野医師と共に厚真町に設置さ
れた東胆振東部3町保健医療救護保健
調整本部での活動に参加させていただ
きました。この段階では救命の医療
ニーズに乏しく、支援者による活動か
ら地域の医療に戻していくことが必要
とされていました。このため、北海道
災害医療コーディネーターのチームと
して、避難者のニーズとそれに対する
様々な救護班や支援団体等の活動内容
をまとめ、行政や地域の医療機関と共
有し、必要な支援は何かを考え調整し
ていくお手伝いを行いました。

次年度もNEW「ママフレンズ」
を行いますので、育児をしなが
ら仕事をする看護職員の方の多
数の参加お待ちしています！
パパも是非！


